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研究要旨 

令和5年乳幼児身体発育調査結果を用いて、これまで日本に存在しなかったWeight for 

length(WFL)とWeight for height(WFH)のパーセンタイル曲線（SD曲線）を男女別に試作

した。WFLやWFHと同等の概念である標準体重について、これまで日本には50パーセンタイ

ル値しか存在しなかったため、標準体重に対するパーセンタイル表示やSDスコア表示が

不可能であった。新しく試作したWFLとWFHのパーセンタイル曲線を用いれば、標準体重に

ついてもパーセンタイル表示やSDスコア表示が可能になる。小児肥満評価の際に、肥満度

のような割合での評価でなく、パーセンタイルやSDスコアで評価できるツールがBMIに加

えてもう1つ増えることで、小児肥満の研究の幅が広がるかどうかについては今後の検討

が必要である。 

 

Ａ．研究目的 

 日本では小児肥満の評価には、body 

mass index (BMI)や標準体重からの割合で

計算される肥満度が用いられているが、こ

れまでは主に肥満度を用いることが推奨さ

れてきている。日本人小児 BMI については

LMS 法を用いて作成されたパーセンタイ

ル(SD)曲線が報告されているが(1）、標準体

重は身長に対する体重の中央値として定義

されるが、パーセンタイル(SD)曲線は存在

しない。 

 1997 年 に WHO の International 

Obesity Task Force(IOTF)の会議で、小児

肥満の評価には、BMI が完璧では無いが、

妥当な指標であるとの合意がなされた(2)後

からは、米国をはじめとする多くの国の小

児肥満の評価には、BMI のパーセンタイル

や SD スコアが用いられている。一方で、

高度肥満に対する BMI のパーセンタイル

や SD スコアは経時的な変化の変動が大き

いため、むしろ、小児肥満のカットオフであ

る 95 パーセンタイルの BMI 値からの割合

で計算される%BMI95p を用いた方が肥満

の評価には良いという議論があった（3）。こ

の問題を解決するために、2022 年にアメリ

カ疾病予防管理センター（CDC）は、BMI

のパーセンタイル曲線（SD 曲線）について、

95 パーセンタイルから 99.99 パーセンタイ

ルまでについて新たに作成し、従来の 0 か

ら 95 パーセンタイルまでの BMI パーセン

タイル曲線（SD 曲線）を結合した extended 

CDC BMI パーセンタイル曲線（SD 曲線）

を発表した(4)。つまり、米国は現在のところ

小児肥満の評価基準として、カットオフか

らの割合よりもパーセンタイルや SD スコ

アを用いる方針である。 

1940 年に文部省の研究費によって全国

調査が開始され、1960 年からは厚生(労働)
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省による乳幼児身体発育調査として 10 年

間隔で調査されてきた乳幼児身体発育調査

の公表データには、これまで、相関式を用い

た身長体重曲線の中央値およびその+30％、

+20％、+15％、−15％、−20％の基準線が提

示されている。一方で発育曲線については、

年齢に対するパーセンタイル（SD）曲線が

作成されており、海外では身長体重曲線に

ついても同様のパーセンタイル曲線

(Weight for height パーセンタイル曲線)が

報告されている。 

本研究は、これまで存在しなかった身長

体重 (weight for length: WFL、weight for 

height: WFH)パーセンタイル曲線(SD 曲

線)を、令和 5 年乳幼児身体発育調査結果を

用いて試作することを目的とした。 

 

Ｂ．方法 

 令和 5 年乳幼児身体発育調査では、測定

方法（立位、臥位）、着衣情報について収集

している。そこで、体重については、着衣が

ある場合には、計測値から着衣重量を減じ

た値とし、着衣重量が不適切な場合は欠損

値とした。身長については、測定方法が未記

入の場合には、２歳未満を臥位身長(length)、

２歳以上を立位身長(height)とし、記載のあ

る場合は、記載通りに length と height と

した。 

 WFLパーセンタイル曲線およびWFHパ

ーセンタイル曲線の作成には LMS Chart 

Maker Pro version 2.3 (The Institute of 

Child Health, London)を用いた。 

 

Ｃ．結果 

 1）男児の WFL パーセンタイル曲線 

 解析対象となった 1163 名から、身長

100cm を越える 5 歳台の 3 名は、通常

length を測定する年齢ではないため外れ値

として除外した。さらに測定値の分布内に

おいて±3SD を越える体重の 6 名について

も除外し、1157 名を LMS 法にて解析し、

パーセンタイル曲線を作成した。（図 1） 

 2）男児の WFH パーセンタイル曲線 

 解析対象となった 2142 名から、測定値の

分布内において±3SD を越える体重の 23

名についても除外し、2119 名を LMS 法に

て解析し、パーセンタイル曲線を作成した。

（図 2） 

 3）女児の WFL パーセンタイル曲線 

 解析対象となった 1154 名から、身長

100cm を越える 4 名、5 歳台の 3 名は、通

常 lengthを測定する年齢ではないため外れ

値として除外した。さらに測定値の分布内

において±3SD を越える体重の 13 名につ

いても除外し、1138 名を LMS 法にて解析

し、パーセンタイル曲線を作成した。（図 3） 

 4）女児の WFH パーセンタイル曲線 

解析対象となった 2090 名から、測定値の

分布内において±3SD を越える体重の 12

名についても除外し、2078 名を LMS 法に

て解析し、パーセンタイル曲線を作成した。

（図 4） 

 

Ｄ．考察 

 令和 5 年乳幼児身体発育調査結果を用い

て、これまで日本に存在しなかった WFL と

WFH のパーセンタイル曲線(SD 曲線)を男

女別に試作した。WFL や WFH と同等の概

念である標準体重について、これまで日本

では 50 パーセンタイル値しか存在しなか

ったため、標準体重に対するパーセンタイ

ル表示やSDスコア表示が不可能であった。

新しく試作した WFL と WFH のパーセン

タイル曲線（SD 曲線）を用いれば、標準体

重についてもパーセンタイル表示や SD ス

コア表示が可能になる。 

 小児の体格指数は BMI、WFH、WFL、
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肥満度も含めて全て完璧な指標ではないこ

とが報告されている(2)。国際的には IOTFの

会議の後は、小児肥満の評価には主に BMI

のパーセンタイルや SD スコアが使用され

てきている。2022 年には CDC は BMI の

95～99.99 パーセンタイルについては新し

く別に作成し、これまでの BMI パーセンタ

イル曲線（SD 曲線）と結合することで

extended CDC BMI パーセンタイル曲線

（SD 曲線）を発表し、小児の体格評価には、

BMI のパーセンタイルや SD スコアを使用

していく方向性を示している。しかしなが

ら、日本では小児肥満の評価には、現在でも

肥満度を使用することが推奨され、多くの

臨床現場や研究で肥満度が使用されている。

国際化が進む中で、日本での肥満度を用い

た研究と海外からの BMI を用いた研究を

比較する際に、肥満度と BMI がどのように

対応するかの検討が必要であると考えられ、

実際に 2 つの指数の相関を検討した研究も

存在する(5)。ただし、BMI はパーセンタイ

ルや SD スコアで表示され、肥満度は割合

で表示されるため、その比較の解釈は難し

いと考えられた。標準体重、それと同等の概

念である WFL、WFH のパーセンタイルや

SD スコアが存在すれば、2 つの体格指数の

比較の解釈が、よりわかりやすいと考えら

れたため、今回 WFL と WFH のパーセン

タイル曲線（SD 曲線）を試作した。 

 小児の体格評価の際に、肥満度のような

割合での評価でなく、パーセンタイルや SD

スコアで評価できるツールが BMI に加えて

1つ増えることで、小児の体格評価の研究の

幅が広がるかどうかについては、今後の検

討が必要であるが、今回の試作がその第一

歩となる可能性もある。 

 

Ｅ．結論 

 令和 5 年乳幼児身体発育調査結果を用い

て、日本人乳幼児の WFL パーセンタイル

曲線、WFH パーセンタイル曲線を男女別に

試作した。 

 

Ｆ．健康危機情報 

 なし 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

 なし 

2．学会発表 

 なし 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

 なし 
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【図 1】WFL パーセンタイル曲線（男児） 

 

 

 

【図 2】WFH パーセンタイル曲線（男児） 

 

 

【図 3】WFL パーセンタイル曲線（女児） 

 

 

 

【図 4】WFH パーセンタイル曲線（女児） 
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